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⑪ アイル橋（R3.4点灯予定）

イメージ

⑫ かもめ橋
（R2.6点灯）

⑬ 勝島橋（R2.6点灯）

かもめ橋 歩道上

目黒川

① ふれあいK字橋（R2.3点灯）

イメージ

⑥ 三嶽橋（R3.4点灯予定）

イメージ

⑨ 品川橋（H31.4点灯） ⑩ 新品川橋（H31.4点灯）⑧ 荏川橋（H31.4点灯）

② 山本橋（R1.12点灯）

⑤ 森永橋（R1.12点灯）

③ 鈴懸歩道橋（R3.4点灯予定）

案
内
図

令和3年３月２９日

④ 小関橋（R3.4点灯予定）

⑦ 要津橋（R3.4点灯予定）

※ 現在は医療関係者等を応援するブルーライトアップを実施中



“ ”感じる しながわ水辺 プロジェクト  

（ 水辺のしながわ魅力アップ事業）

１ クルーズ＆屋形船 特別ツアー 

12/5～12/27、 1/16～1/30の土日に40便程度運航（ 292人乗船）  

コースは「 目黒川探訪クルーズ」「 目黒川ナイト 探訪クルーズ」「 しながわ運河・ 羽田空港 屋形船クル

ーズ」「 天王洲・ 東京夜景 屋形船クルーズ」 の全４コース。 料金は大人1, 500円から 2, 000円。  

新型コロナウィ ルス感染対策として、 各ツアーは乗船定員の半分以下で運航すると共に、 ソーシャル

ディ スタンスの確保、 パネル設置、 事前体温チェック、 アルコール消毒等の対策を徹底。  

目黒川ナイト 探訪クルーズ
での船上バイオリン演奏

ツアーは全４ コース（ 昼２ コース、 夜２コース）  
しながわ運河・ 羽田空港 
屋形船クルーズ

受付時には検温などを実施 乗員を制限すると共にアクリルパネルを設置 

事業目的 

① コロナ時代に対応した安全な水辺コンテンツへの磨き上げ 

② 舟運事業者（ 屋形船、 クルーズ） のイメージアップ 

③ ｢しながわ水辺｣の知名度向上・ ブランディ ング 



２ ENJOYしながわ屋形船キャンペーン 

背  景 新型コロナウィ ルス感染拡大によって、水辺観光の中 的役割を担う屋形船は甚大な影響を

受けている 

目  的 ・ 江 時代から続く 本の 化である屋形船の安 、 安全を多く の にアピールすること。  

・ 多く の に屋形船の楽しさを実際に体感してもらう機会を提供すること。  

内  容 乗船者に対して、 当たり乗船料の半額（ 上限5, 000円） の補助を う。  

期  間 令和２年11月１日～令和３ 年３月31日（ ただし、 補助の総額が予算額に達し次第終了）  

対  象 一般の方（ 区内在住・ 在勤等、 問わない）  

感染症対策 ソーシャルディ スタンスの確保、飛沫対策、乗船前の健康確認、消毒・ 換気の徹底等を実施 

キャンペーンチラシ 



１ ． 目 的

２ ． 日 時　 令和２ 年１２ 月１ ５ 日（ 水） ～ 令和３ 年３月２３ 日

３ ． 場 所　 〇屋形船からのオリンピック・ パラリンピック会場見学、 東京湾周遊
　 　 　 　 　 　 　  〇東京国際クルーズターミ ナル、 東京ミ ナト リエ

※　 　 　 　 　 　 　  〇大井ホッケー場（ ホッケー体験） 希望校

品川区立学校６ ･９ 年生思い出づく り事業

　 　 新型コロナウイルスの影響で修学旅行や連合行事などが中止になってしまった6年生･9年生に対し､何か思い出に残るものを経験させてあげたいと企画したもの。
　 　 屋形船の乗船体験を始め､TOKYOミ ナト リエ(江東区青海2)や令和2年9月にオープンしたばかりの東京国際クルーズターミ ナル(江東区青海2)の見学や、 大井
　 　 ホッケー競技場(大井ふ頭中央海浜公園内)でのホッケー体験などを行った。

TOKYOミ ナト リエ

大井ホッケー競技場

青海桟橋

屋形船航路

船宿

選手村

ビーチバレー会場

東京国際クルーズ

ターミ ナル

見学場所マップ

目黒川

京
浜
運
河

天王洲

お台場

東京湾

豊洲

晴海

芝浦

しながわ水族館

有明



令和３ 年度舟運事業（ 案）
令和３年３月２９日
品 川 区

１．実施予定事業 ２．航路図

五反田-天王洲

品川区（東京都と連携）

実施
日数

２０日間（平日）

航路 ⇔五反田 天王洲

料金 ５００円

運航
便数

朝（7：00～9：00）１４便

品川区河川下水道課

東京都（案）

① 五反田-天王洲

（目黒川コース）

② 天王洲-しながわ水族館

（京浜運河コース）

③ 天王洲-青梅旅客ターミナル

（お台場コース）

品川区文化観光課

① 東京２０２０大会舟運事業（文化観光課）
【目的】
東京２０２０大会開催時において、主要駅と区有施設を結ぶ舟運を実

施し、東京都を訪れるインバウンド、国内旅行者および区民を区内観
光施設に集客、エリアの回遊を促す。

② 舟運通勤社会実験（河川下水道課、東京都）
【目的】

江戸時代に人々の重要な移動ツールであった舟運を現在の身近な
観光・交通手段としてよみがえらせ、舟運の活性化や水辺のにぎわい
を創出するため、東京都等と連携し、舟運通勤社会実験を実施する。

① 東京２０２０大会舟運事業

実施
日数

１４日間（目黒川・京浜運河コース）
１２日間（お台場コース）

航路
⇔・五反田 天王洲【目黒川コース】

⇔・天王洲 しながわ水族館【京浜運河コース】

⇔・天王洲 青海旅客ターミナル【お台場コース】

料金 ５００円

運航
便数

昼夜（12：50～19：35）９便【目黒川・京浜運河コース】
昼夜（13：05～19：25）８便【お台場コース】

※ 東京都の詳細は現在検討中。 東京都の航路については、
現在、検討中

※ お台場コースは東京都と調整中。

② 舟運通勤社会実験


